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事務局だより

常任運営委員会 (前回報告以後)

昭和55年4月22日 出席者 鶴岡，大脇，高嶋，長谷

川，山本，宮本，石毛，大村， 森， 太田垣， 斉藤， 松

尾。

学術会議では心理学用語の文I駄作成問題，諸学会連絡

会は会員名簿の整理の方法について，検討がなされてい

るとの報告があった。事務局より第47回大会の準備状況

等の報告があり，審議事項として公開シンポジウム，機

関誌 5号と予算問題，さらに会費についての話合いが行

なわれた。

6月14日出席者 鶴岡，石毛，中村，大l協，奥沢，

長谷川，正回，恩田，永丘，太田垣， 斉藤， 平野，松

尾。

本日開催された公開シンポジワム「家庭内暴力」につ

いて司会者奥沢常任運営委員より報告があり，参加者

400名余り， 活発なフロアーとの交流があり盛会であっ

た(本文記録参照のこと)。他 47回大会準備進行状況，

学会費値上げ問題が話合われた。

7月14日出席者 児玉， 長谷川，正問，松村，太田

垣，斉藤， 宮本，奥沢，大j協，西岡， 森，平野，松尾。

新入会員26名承認。心理学諸学会関連絡会報告， 47回

大会準備，機関誌編集等を話合った。

また今年は運営委員，監査委員の改選の年に当るた

め，その取扱いについて協議した結果，次の要領で行な

うこととなった。なおこの手続は従来の改選手続と同様

である。

1. 現委員に継続意志の確認を行なう 。

2. 辞退の意向のある委員は，代りの適当と思われる

方を推薦していただく 。

3. 現1t~任運営委員会で追加推薦を行う 。

4. 総会で承認を受ける。

5. 互選で常任運営委員を選出し，会の運営に当る。

(女性の委員を増やす必要が前々から話題となってい

て，今回充分配慮することが確認された。)

9月30日出席者 亀井，中村，森，大村， 高嶋，大

脇，長谷川， 児玉，太田垣，石毛，斉藤， 1~島田，恩田，

平野，松尾。

山根燕名誉会員， 山il府恒夫運営委員の死去が報告さ

れ，それぞれご生前のご活躍をしのんでご冥福をお祈り

した。

諸学会関連絡会，学術会議報告。機関誌第 5号は11月

学会大会H寺までに発刊する予定。47回大会に関して，プ

ログラム発送は10月10日過ぎ，シンポジウム「遊びと現

代社会Jr流れ作業と人問J，公開講座「現代と精神分析

一小此木啓吾氏一」が予定され， 個人研究発表申込数は

139件にのぼった。

学術会議心研連科研費審査委員松村委員の任期満了に

ともない，恩田彰委員を推薦した。

公開シンポジウム開催

「家庭内暴力J

6月14日(土)午後 211寺-5時

慶応義盤大学西校舎517番教室

当日は早くから参会者が集~， 400名余りで教室はほ

ぼ満員の盛会であった。


